
 

多様な経験を力に 
校長 荒井 宏之 

やわらかな春の日差しが心地よい４月となりました。保護者の皆様におかれましては、お子様の御入
学、御進級誠におめでとうございます。 

この度、佐藤 利春 校長の後任として着任いたしました荒井 宏之（あらい ひろゆき）と申します。
子どもたちのために精一杯努めてまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

本校は、開校６年目となり、２３９名の新入生を迎え、児童数１３０４名、学級数４３学級で令和６
年度をスタートいたしました。 

本校の教育目標は、「笑顔あふれ 瞳かがやく子の育成 〜あふれる笑顔 かがやく瞳〜」です。この
教育目標の実現を目指し、学校生活全体をとおして、子どもたち個々のよさに目を向け、それらを伸長
することに励んでまいります。また、学習場面においては、学年の発達段階に応じて、課題解決の方法・
手段を取捨選択する力や、自らの考えや導き出した答えを発信する力を育成し、主体的に学ぶ姿勢を育
んでまいります。 

学校は、集団生活の中で様々な経験をする場であります。時には、 
自分の考えや思いだけでは物事が進まず、歯がゆい思いをすることや 
壁にぶつかることもあるかもしれません。しかし、そのような場面で 
他者と折り合いをつけていくことや壁を乗り越えるために努力をし、 
その努力を自分の強さに変えていくことも貴重な経験となります。 
「予測困難な時代を生き抜くためのエージェンシーをはぐくむ」これは、令和６年度さいたま市教育行
政方針に示された言葉です。エージェンシーとは、学んだことを生かし、多くの他者と協働して、自分
の考えや行動で、自分の生活や世の中を少しでも変えようとする力であります。学校生活をとおして、
他者とかかわりながら物事を進める力や自ら行動する力を育むことは、予測困難な時代を生きる子ども
たちにプラスに働くと考えます。本校は大規模校です。子どもたちには、１３００名を超える学校規模
を多くの他者とかかわるチャンスがあると捉えていってほしいと思っております。 

現在、児童数の増加に対応するための仮設校舎建設も進んでおります。 
完成後は、第３学年の教室として使用する予定となっており、６月頃の 
移動を見込んでおります。仮設校舎の使用も始まることを鑑み、学校の 
安全体制の充実を図ることにも取り組んでまいります。 

子どもたちが生き生きと成長できるよう職員一同、心を合わせて取り 
組んでまいります。保護者の皆様並びに地域の皆様には、より一層の御 
支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

４月３日には、新６年生が新年度の準備作業をしてくれました。話を聴く真剣な眼差し、作業を行う
一生懸命な姿に最高学年としての自覚が伺え、とても頼もしかったです。６年生の皆さんありがとうご
ざいました。令和６年度、美園北小学校のリーダーとして活躍してくれることを期待しています。 

 

 


